
人口ピラミッドの変化予測 

組 名 日本の人口 熊本の人口 図の解説、着目する点、特別な年 

冨
士
川 

 

冨
士
川 

 

1920 年の「つり鐘型」から 2040 年の「ひ

ょうたん型」へ。 

ひょうたん型の原因は、1950 年前後に生

まれた団塊世代とジュニア世代の人口が

多いこと。熊本県は、日本に比べ若者の割

合が少ないと予想。 

三
池 

 

1920 年の「三角錐型」から 2040 年の「ワ

イングラス型（※）」へ。 

1950 年、1970 年前後の２次にわたるベビ

ーブームの人口、及び高齢者では女性が多

いことに着温。熊本県は日本より少子高齢

化が顕著と予想。 

※ここでは、通常の星型、ツボ型などのほ

かに、回答者の描いた図形を基に特別な

名称をつけた。 

田
島 

 

1920 年の「ピラミッド型」から 2040 年の

「星型？」へ。 

経済状況によって人口の移動が生じ、ピラ

ミッドの形に日本全体と熊本（地方）では

差が出る。熊本は、2040 年には、後期高齢

者層の多い、頭でっかちな形に。日本全体

では、まだ、前期高齢者やその手前の層の

人口が多い、と予想。 

水
野 

水
野 

 

1920 年の「伏せたワイングラス型（高齢者

はいるけど超少ない）」から、2040 年の「首

なしひょうたん型（日本）」、「砂時計型（熊

本）」へ。2040 年の日本全体では、２つの

人口の多い年齢層が存在。熊本県では、若

者が極端に少ない（流出？）状況になると

予想？。 

 



眞
原 

 

1920年の「裾野広がり三角錐型」から 2040

年の「ひょうたん型（２段くびれ）」へ。 

百年前は子どもはたくさん生まれるが死

亡率も高く、裾野の広い三角錐になる。ベ

ビーブーマーが人口の多い層を形成。熊本

県では、将来も出生数はそんなに少なくな

らないので、2040 年の若い層は寸胴の形

になる。 

兼
坂 

 

日本は、1920 年の「三角錐型」から 2040

年の「米粒型」へ。熊本県は 1920 年の「笹

の葉型」から 2040 年の「ツクシ型」へ。 

出生数の経年変化、高齢者人口の増加に着

目し、2040 年の日本全体ではまだ、高齢者

になる前の世代が多い。子どもは少ない。

熊本県は、子どもから高齢者までひょろひ

ょろと少なく、後期高齢者が多い。 

河
野 

河
野 

 

日本全体は、1920 年の「三角錐型」から

2040 年の「ひょうたん型（子ども超少な

い）」へ。熊本県は 1920 年の「三角錐型｣

から 2040 年の「逆三角形」へ。2040 年、

日本全体では、２つの人口の多い年齢層が

存在。熊本県では、人口が小さくなってい

く。1975 年を基準年として前後の変化を

みていく。 

竹
田 

 

1920 年の「ピラミッド型」から 2040 年の

「ひょうたん型（高齢者超多く、子ども超

少ない）」へ。2040 年には、日本全体では、

団塊ジュニア世代とその子の世代で、２つ

の人口の多い年齢層が存在。ただし、熊本

県では団塊ジュニアの子世代はあまり多

くなく、ひょうたんのくびれはなくなり、

逆三角形に近くなると予想。 

 

 

人口ピラミッドの並べ替え結果 

 

①日本全体の人口推移の方が、考えやすかったのだろう。正解率が高い。 

②熊本県の人口予測は、日本全体に比べ、正解率は低かった。 

③戦前の予想が難しかった。戦後は、団塊世代というマーカーがあるので考えやすい。 

④個人解よりチーム解の方が正答率が高い。やはり、三人寄れば文殊の知恵。 

                                  （次頁、表参照） 
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